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2 第９回定例会
   一般会計など補正予算可決

4 自治基本条例提案
   公聴会を開催します

6 ３議員が一般質問
10 先進地視察報告

上手に滑れるかな～
　　ジュニアスキー講習会
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第９回定例会
12月 18日～ 20日

　
第
９
回
定
例
会
は
、
12
月
18
日
か
ら

20
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催

し
、
冒
頭
議
長
よ
り
山
本
修
司
前
議
員

が
12
月
11
日
を
も
っ
て
辞
任
し
た
旨
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町

政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
議
案
の
う
ち
、
栗
山

町
自
治
基
本
条
例
ほ
か
３
議
案
は
委
員

会
付
託
と
し
て
、
慎
重
に
審
議
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
補
正
予

算
や
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
は
慎
重
に

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。
　

今号の定例会はココ！

９月 12月

３月６月

山
本
修
司
議
員
辞
職

　

山
本
修
司
議
員
が
平
成
24

年
12
月
11
日
付
で
辞
職
し
ま

し
た
。

主　な　内　容

補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５
５
９
万
６
千
円

を
追
加
し
て
、
総
額
74
億
４
６
７
２
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
工
事
や
プ
ロ
野

球
・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
栗
山
英
樹
監
督
優
勝

パ
レ
ー
ド
補
助
金
、
私
立
保
育
所
運
営
費
負
担
金
や
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金
の
追
加
な
ど
で
、
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
３
特
別
会
計
と
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
も
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

事　業　名 補正額

・庁舎非常用発電設備整備工事

・栗山監督優勝パレード補助金

・中央バス路線維持負担金

・ひとり親家庭等医療費助成追加

・日常生活用具給付事業追加

・広域保育負担金追加

・私立保育所運営費負担金追加

・住宅用太陽光発電システム設置補助金追加

・給食センターボイラー修繕

590 万円

80 万円

78 万 2 千円

98 万円

120 万円

123 万 8 千円

2,115 万 4 千円

78 万 6 千円

41 万円

￥

大
井
議
員　

非
常
用
発
電
設

備
の
能
力
は
。

総
務
課
長　

庁
舎
の
最
大
使

用
電
力
の
40
％
が
賄
え
、
連

続
運
転
時
間
は
11
時
間
。

重
山
議
員　

こ
れ
ま
で
非
常

用
発
電
設
備
は
設
置
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

庁
舎
に
大
型
の

発
電
装
置
は
な
い
が
、
浄
水

場
、
下
水
道
処
理
場
、
消
防

署
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
。

友
成
議
員　

栗
山
監
督
パ
レ

ー
ド
に
係
る
予
算
総
額
は
。

総
務
課
長　

実
行
委
員
会
に

よ
る
総
額
は
２
０
０
万
円
程

度
。

重
山
議
員　

バ
ス
路
線
維
持

に
係
る
利
用
状
況
と
、
時
間

帯
な
ど
今
後
の
方
向
性
は
。

経
営
企
画
課
長　

利
用
者
は

少
な
い
が
、
バ
ス
の
便
や
時

間
帯
の
変
更
は
全
て
に
影
響

が
出
る
た
め
関
係
機
関
と
協

議
し
、
利
用
者
の
声
を
聴
き

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

重
山
議
員　

老
人
福
祉
費
委

託
料
の
追
加
の
理
由
は
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

除
雪
サ

　
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
工
事
な
ど
を
追
加

ー
ビ
ス
事
業
追
加
に
よ
る
。

重
山
議
員　

心
身
障
が
い
者

給
付
事
業
追
加
の
内
容
は
。

住
民
福
祉
課
長　

日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
と
し
て
住
宅

改
修
、
視
覚
障
が
い
者
の
拡

大
読
書
器
な
ど
の
追
加
。

友
成
議
員　

広
域
保
育
負
担

金
追
加
の
内
容
は
。

住
民
福
祉
課
長　

由
仁
町
の

保
育
所
に
通
う
３
歳
児
と
１

歳
児
計
２
人
分
の
保
育
料
。

重
山
議
員　

私
立
保
育
所
の

入
所
人
員
の
推
移
は
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

当
初
予

算
は
定
員
１
２
０
人
で
計
上

し
て
お
り
、
11
月
末
の
入
所

者
は
１
３
４
人
。
低
年
齢
児

が
増
加
し
て
い
る
。

楢
﨑
議
員　

住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
つ

い
て
補
助
の
内
容
は
。

環
境
生
活
課
長　

１
戸
あ
た

り
21
万
円
の
補
助
を
限
度
。

重
山
議
員　

住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
は
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。
限
度
額

増
額
の
考
え
は
。

環
境
生
活
課
長　

総
合
計
画

に
掲
載
の
と
お
り
10
年
間
の

事
業
で
あ
る
。
限
度
額
の
増

額
は
考
え
て
い
な
い
。

質

疑

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
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地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
次
の
条
例
と
規
則
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
栗
山
町
議
会
基
本
条
例

■
栗
山
町
議
会
委
員
会
条
例

■
栗
山
町
議
会
政
務
調
査
費

　

の
交
付
に
関
す
る
条
例

■
栗
山
町
議
会
会
議
規
則

＝
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

に
よ
り
可
決

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

55
歳
を
超
え
る
職
員
の
昇
給

を
停
止
し
ま
す
。

重
山
議
員　

こ
れ
ま
で
の
昇

給
額
は
ど
の
程
度
か
。
労
働

組
合
と
の
協
議
経
過
は
。

総
務
課
長
　
月
額
１
７
０
０

円
程
度
。
組
合
と
は
合
意
し

て
い
る
。

重
山
議
員　

組
合
と
合
意
し

て
い
る
と
は
い
え
、
55
歳
と

い
う
と
大
学
や
高
校
な
ど
教

育
に
費
用
が
か
か
る
年
代
で

あ
る
。
配
偶
者
控
除
の
廃
止

な
ど
も
あ
り
、
子
育
て
世
代

の
家
計
を
さ
ら
に
圧
迫
し
か

ね
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　

な
し

＝
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

条
　
例

   

55
歳
以
上
の
職
員
の

   

昇
給
を
停
止

質

疑

　

平
成
24
年
12
月
21
日
で
湯

地
定
曉
委
員
が
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
28
年
12
月

21
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

人
事
案
件

   

教
育
委
員
に

   

湯
地
氏
を
再
任

栗山町朝日３
　　 湯地定曉 氏

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
、
磯
見
よ
し
子
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
27
年
12
月

21
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

   

固
定
資
産
評
価
審
査

   

委
員
に
磯
見
氏
選
任栗山町中央３

　  磯見よし子 氏

　

平
成
25
年
３
月
31
日
で
井

上
善
晴
委
員
が
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
か
ら
同
氏
を
再
任

し
、
ま
た
新
た
に
諏
訪
英
敏

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

    

町
議
会
議
員
人
事

　

山
本
修
司
議
員
の
辞
職
に

伴
い
、
南
空
知
葬
斎
組
合
議

会
議
員
に
大
平
逸
男
議
員
、

都
市
計
画
審
議
会
委
員
に
置

田
武
司
議
員
を
選
任
し
ま
し

た
。

栗山町松風３
　　 井上善晴 氏

栗山町字中里
　 　諏訪英敏 氏

＝
反
対
討
論
＝

＝
賛
成
討
論
＝

一
般
道
道
夕
張
長
沼
線
の
未
整
備
区
間

早
期
着
工
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

◆
主
な
内
容

　

一
般
道
道
夕
張
長
沼
線
は
、
本
町
側
不
動
の
滝
か
ら
夕
張

側
清
水
沢
へ
抜
け
る
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
未
整
備
と
な
っ

て
い
る
。
未
整
備
区
間
の
開
通
で
、
夕
張
市
清
水
沢
地
区
や

道
東
自
動
車
道
夕
張
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
近
距
離
と

な
り
、
道
東
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
ほ

か
、
夕
張
市
か
ら
は
本
町
、
由
仁
町
、
長
沼
町
へ
の
短
絡
道

路
と
し
て
買
い
物
客
や
通
院
な
ど
の
利
用
が
期
待
さ
れ
、
経

済
効
果
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
道
道
夕
張
長
沼
線

の
未
整
備
区
間
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
採
択
し
、

　

北
海
道
知
事
へ
提
出
し
ま
し
た
。

   

人
権
擁
護
委
員
に

   

井
上
氏
と
諏
訪
氏

左折後、通行止となっている道道夕張長沼線
（道道滝下由仁停車場線　南角田付近）
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自治基本条例案
特別委員会で審議へ

　

１　公聴会の開催
　　　日　時　　平成25年2月19日（火）午後6時 30分　　
　　　場　所　　町議会議場
　　　案　件　　栗山町自治基本条例制定に対する賛否について

２．公述人の募集
　　　栗山町民で、栗山町自治基本条例の制定に賛成または反対の方それぞれ３人を募集します。

公述人の役割

・町議会自治基本条例等審査特別委員会で、自治基本条例制定に対する意見を述べていただき
   ます。意見を述べることができる時間は、１人当たり 10 分以内です。

・意見を述べた後に、公述人に対し委員から質疑があります。
・公述人は、委員やほかの公述人の意見に対して質疑をすることはできません。

申出の方法

・公述人申出書に住所、氏名、年齢、職業を明記の上、意見を述べようとする理由と自治基本
   条例制定に対する賛否を 800 字以内で記載し、栗山町議会事務局へ提出してください。

・公述人申出書と原稿用紙は、議会事務局に備え付けてあります。
   （町議会ホームページから取得することができます。）

申出の期限 平成 25 年 2 月７日（木）午後 5 時必着

公述人の選定 応募者の中から町議会自治基本条例等審査特別委員会で選定します。

　

町
民
の
権
利
と
役
割
、
議

会
と
行
政
の
役
割
と
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
町
民
の
参
加

に
よ
る
自
律
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
栗
山
町
自
治
基
本
条

例
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
議
会
で
は
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
て
、
町
民
組
織
で
あ
る
く

り
や
ま
の
自
治
基
本
条
例
を

つ
く
る
会
（
高
橋
慎
代
表
）

と
の
一
般
会
議
を
３
回
、
町

長
と
の
一
般
会
議
を
２
回
開

催
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
は
自
治
基
本
条

例
等
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
本
条
例
案
と
同
時
に

提
案
さ
れ
た
栗
山
町
総
合
計

画
の
策
定
と
運
用
に
関
す
る

条
例
案
と
あ
わ
せ
て
議
案
を

付
託
し
ま
し
た
。
今
後
は
町

民
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聴

く
機
会
と
し
て
公
聴
会
や
議

会
報
告
会
（
意
見
交
換
会
）

を
開
催
し
、
い
た
だ
い
た
意

見
を
も
と
に
慎
重
に
審
議
し

て
い
き
ま
す
。　

自
治
基
本
条
例
等
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

＝自治基本条例の主なポイント＝
■栗山町の自治に関する最高規範
■基本原則は情報の共有と町民参加
■審議会や委員会などの会議は原則公開
■重要な政策は計画段階から町民に情報提供し、
　町民参加により意見を聴いて政策に反映
■町民は積極的に町政へ参加するよう努める
■子どもが参加できる機会の充実
■町政の重要事項で町民の意思を確認する必要が　
あるときは住民投票を実施し、その結果を尊重
■総合計画の策定を義務付け
■議会は行政の監視と政策提案を行い、議員相互　
　の自由な討議により運営

自治基本条例制定について

公 聴 会 の 開 催 と

　 公 述 人 の 募 集

　町議会自治基本条例等審査特別委員会では、栗山町自治
基本条例の審査に当たり、条例制定に対する賛否について
栗山町議会基本条例に基づく公聴会を開催します。
　また、公聴会で意見を述べられたい方（公述人）を募集
します。

まちの憲法

解説

公聴会
重要な議案の審議を行う場合に、町民など
から直接意見を聴き、審議の参考にするた
めに開催する会議のことをいいます。

※傍聴できます。（先着 35 人）
※インターネットによるライブ
　中継を行います。
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中
学
校
の
統
合

平
成
26
年
４
月
を
予
定

　

継
立
中
学
校
と
栗
山
中
学

校
を
、
平
成
26
年
４
月
１
日

に
統
合
す
る
条
例
改
正
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
少
子
化
が
急
速

に
進
み
、
平
成
元
年
度
ま
で

は
２
０
０
０
人
を
超
え
て
い

た
小
中
学
生
は
、
平
成
25

年
度
に
は
９
０
０
人
を
切
る

こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
継
立
中
学
校

の
生
徒
数
は
42
人
、
平
成
26

年
度
に
は
生
徒
数
が
10
人
に

満
た
な
い
学
年
が
生
じ
、
将

来
的
に
は
全
校
生
徒
が
20
人

を
切
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
継
立
中
学
校
を
廃
止

し
て
栗
山
中
学
校
と
統
合
す

る
た
め
に
、
栗
山
町
立
学
校

設
置
条
例
の
改
正
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
は
学
校
統
合
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

町
民
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
慎
重
に
審
議
し

て
い
き
ま
す
。　

皆さんのご意見をお聞かせください。
　次により自治基本条例、総合計画策定条例、中学校の統合、景観条例について、
町民皆さんとの意見交換を行う議会報告会を開催します。

　

栗
山
町
の
美
し
い
景
観
づ

く
り
を
推
進
し
、
ふ
る
さ
と

の
景
観
を
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
る
た

め
、
栗
山
町
景
観
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
町
や
町

民
、
事
業
者
の
責
務
が
定
め

ら
れ
、
景
観
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

景
観
計
画
は
、
そ
の
策
定

に
当
た
っ
て
素
案
を
町
民
に

公
表
し
意
見
を
反
映
し
て
策

定
す
る
ほ
か
、
特
に
景
観
づ

く
り
を
推
進
す
る
地
区
を
景

学
校
統
合
調
査
特
別
委
員
会
で
審
議

継立中学校

景観条例案は
産業福祉常任委員会へ付託

ふるさと栗山の景観を次世代に…

観
計
画
重
点
地
区
と
し
て
指

定
で
き
る
こ
と
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
景
観
計
画
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
区
域
内
で

一
定
の
基
準
を
満
た
す
建
築

物
や
工
作
物
の
新
築
、
増
改

築
、
外
観
の
修
繕
や
色
彩
の

変
更
な
ど
を
行
う
場
合
、
景

観
法
の
規
定
に
よ
り
町
へ
の

届
出
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、

計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
は

勧
告
や
変
更
命
令
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

本
条
例
案
は
、
産
業
福
祉

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
町

民
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
慎
重
に
審
議
し
て
い
き

ま
す
。

２月２７日（水）14:00 ～  改善センター（角田）、南部公民館（継立）
18:30 ～  カルチャープラザ「Eki」

議会報告会

栗山駅前通り商店街の美しい街並み
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介
護
事
業

介護職員初任者研修の実施を検討

  介護従事者の拡充に向けて

議
　
員　

介
護
の
人
材
確
保

の
厳
し
さ
が
続
く
中
、
求
人

し
て
も
集
ま
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。
町
内
で
働
く
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
半
数
は
町
外
者

で
、
雇
用
の
場
が
あ
る
の
に

町
外
に
流
れ
て
い
る
実
態
で

あ
る
。
介
護
保
険
制
度
上
の

問
題
も
あ
り
、
仕
事
が
き
つ

い
わ
り
に
給
料
が
安
い
な
ど

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
部
分
も
広

が
っ
て
い
る
。
介
護
従
事
者

を
増
や
す
取
り
組
み
は
、
町

内
で
の
雇
用
の
確
保
、
地
域

経
済
の
発
展
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
介
護
事
業
者
や
介
護

福
祉
学
校
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

①
介
護
職
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
啓
発
活
動
を
。

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
資
格
講
習
）

の
再
開
を
。

③
３
年
以
上
の
介
護
の
実
務

経
験
者
に
対
す
る
実
務
者
研

修
の
実
施
を
。

町
　
長　

①
介
護
職
員
の
離

職
率
は
約
16
・
１
％
で
あ
り
、

介
護
職
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
は
必
要
で
す
。
福
祉
施
設

へ
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

実
施
な
ど
と
あ
わ
せ
、
介
護

事
業
所
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

②
介
護
な
ど
の
担
い
手
の
育

成
は
必
要
で
あ
り
、
介
護
福

祉
学
校
で
の
人
材
育
成
の
充

実
強
化
を
重
点
に
お
き
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
の
実
施

に
つ
い
て
、
内
容
や
受
講
者

の
動
向
な
ど
を
検
証
し
た
上

で
、
検
討
し
ま
す
。

教
育
長　

③
介
護
福
祉
学
校

に
お
い
て
実
務
者
研
修
実
施

の
検
討
を
し
た
と
こ
ろ
、
研

修
実
施
の
時
間
や
専
任
教
員

の
確
保
、経
費
の
問
題
な
ど
、

現
状
で
は
介
護
福
祉
学
校
で

の
実
務
者
研
修
の
実
施
は
非

常
に
困
難
で
す
。

本町の住宅用太陽光発電システムは、今年度末までに 19 基の
設置が見込まれる。

 町長

議
　
員　

ニ
セ
コ
町
で
は

「
緑
の
分
権
改
革
」
推
進
事

業
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
率
向
上
と
創
富
力

（
富
を
生
み
出
す
力
）
を
高

め
る
事
業
を
始
め
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
の
状
況
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
割
合
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向
上

に
向
け
て
見
解
は
。

町
　
長　

本
町
の
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
年

度
末
ま
で
に
19
基
の
設
置
が

見
込
ま
れ
、
今
議
会
で
４
基

分
の
予
算
を
追
加
計
上
し
て

い
ま
す
。
半
年
ご
と
に
報
告

さ
れ
て
い
る
既
設
の
家
庭
用

太
陽
光
発
電
の
自
給
率
は
、

日
照
時
間
の
長
い
上
半
期
の

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年

間
の
推
移
を
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
再
生
可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
発

電
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
も

つ
な
が
り
、
風
力
・
地
熱
・

太
陽
光
・
太
陽
熱
・
小
水

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
な
い
本
町
に
と
っ
て
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
育
て
る
対

策
と
、
省
エ
ネ
や
節
電
対
策

と
セ
ッ
ト
で
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員　

栗
山
町
の
潜
在
的

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存

量
調
査
を
す
る
考
え
は
。

町
　
長　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
、
新
年
度

に
調
査
し
ま
す
。

重山雅世 議員

エネルギー

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
調
査

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向
上
を

町
長

介護福祉学校生による介護実習
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

楢﨑忠彦 議員

 エゾシカ食肉加工施設の運営状況はご
み
対
策

  炭化処理施設の事故の影響は
原因究明と新たな保険を検討

議
　
員　

平
成
24
年
９
月
14

日
に
炭
化
処
理
施
設
に
お
い

て
炭
化
し
た
パ
レ
ッ
ト
を
取

り
出
す
作
業
を
始
め
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
１
号
炉
の
炭

化
ボ
ッ
ク
ス
内
で
爆
発
事
故

が
発
生
し
た
と
い
う
報
告
を

受
け
た
が
、

①
炭
化
炉
の
現
在
の
稼
働
状

況
は
。

②
事
故
発
生
後
３
カ
月
が
経

過
し
、事
故
原
因
の
究
明
は
。

③
今
回
の
事
故
を
受
け
て
、

保
証
期
間
延
長
の
考
え
は
。

④
運
転
休
止
に
伴
う
埋
め
立

て
量
の
増
加
は
。

⑤
最
終
処
分
場
の
延
命
の
た

め
、
さ
ら
な
る
処
理
施
設
の

必
要
性
は
。

町
　
長　

①
平
成
24
年
４
月

か
ら
11
月
末
ま
で
１
号
炉
は

54
・
51
％
、
２
号
炉
は
74
・

18
％
、
全
体
で
は
64
・
35
％

の
稼
働
率
で
、
事
故
以
前
は

85
・
85
％
で
し
た
。

②
消
防
の
現
場
検
証
で
は
事

故
原
因
の
特
定
は
非
常
に
難

し
い
と
の
判
断
で
す
。
廃
棄

物
処
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
近

畿
大
学
田
中
教
授
に
も
、
引

き
続
き
事
故
原
因
の
調
査
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
工
事
請
負
契
約
の
保
証
期

間
は
２
年
間
で
あ
り
、
故
意

や
重
大
な
過
失
を
除
い
て
延

長
は
で
き
な
い
た
め
、
新
た

な
保
険
契
約
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

破損した炭化処理施設の視察（産業福祉常任委員会）

議
　
員　

第
１
次
分
権
一
括

法
に
よ
っ
て
公
営
住
宅
法
が

改
正
さ
れ
、
入
居
基
準
は
地

方
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、

①
平
成
25
年
度
以
降
の
公
営

住
宅
の
整
備
計
画
と
管
理
戸

数
は
。

②
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
住

み
替
え
中
心
の
政
策
か
ら
、

子
育
て
世
代
の
入
居
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

③
高
齢
化
の
進
展
と
共
に
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
一
人
暮
ら
し
と
い

う
状
況
の
対
応
は
。

④
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴

い
、
来
年
３
月
ま
で
に
制
定

す
る
条
例
の
検
討
項
目
は
。

町
　
長　

①
平
成
25
年
度
は

ポ
プ
ラ
団
地
と
、
ど
う
え
い

団
地
の
一
部
を
対
象
に
20
戸

の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
ど

う
え
い
団
地
、
平
成
27
年
度

か
ら
は
曙
団
地

の
建
て
替
え
を

予
定
し
て
い
ま

す
。
管
理
戸
数

は
７
７
７
戸
で

す
。

②
建
て
替
え
事

業
は
、
公
営
住

宅
に
住
ん
で
い

る
方
を
優
先
的

に
住
み
替
え
を

行
う
た
め
、
子

育
て
世
代
の
優

先
入
居
は
考

え
て
い
ま
せ
ん

が
、
空
き
住
宅

と
な
っ
た
場
合

に
は
子
育
て
世

代
も
含
め
た
新

教育長 町長

公営住宅

　
３
月
議
会
に
条
例
提
案
予
定

公
営
住
宅
の
整
備
と
入
居
基
準
の
考
え
は

町
長

規
の
入
居
を
進
め
ま
す
。

③
世
帯
人
数
に
応
じ
た
入
居

が
望
ま
し
く
、
住
み
替
え
な

ど
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

④
同
居
親
族
要
件
と
収
入
基

準
は
、
平
成
24
年
３
月
議
会

④
増
加
し
た
埋

立
量
は
36
ト
ン

で
、
通
常
の
10

日
分
で
す
。

⑤
最
終
処
分
場

の
延
命
が
目
的

で
あ
ま
す
が
、

今
後
は
分
別
の

徹
底
や
広
域
連

携
、
炭
化
施
設

の
増
強
な
ど
の

検
討
が
必
要
で

す
。

平成 25 年度に移転建て替えが予定されているポプラ団地

で
条
例
改
正
し
４
月
か
ら
施

行
済
み
で
す
。
国
の
基
準

を
参
考
に
し
た
公
営
住
宅
等

整
備
の
基
準
に
関
す
る
条
例

は
、
平
成
25
年
３
月
議
会
に

提
案
予
定
で
す
。
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農
業
振
興

農地の一時保有を検討

  農地の集積方策は

議
　
員　

近
年
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

く
、
平
成
２
年
に
は
８
４
２

戸
あ
っ
た
農
家
が
平
成
22

年
で
は
５
２
０
戸
と
な
り
、

３
２
２
戸
減
少
し
て
い
る
。

一
戸
当
た
り
の
耕
作
面
積
も

20
年
前
に
比
べ
約
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
て
い
る
。
日

本
の
食
糧
基
地
で
あ
る
北
海

道
の
農
地
は
、
絶
対
に
守
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
町
の

方
針
と
し
て
農
地
利
用
円
滑

化
団
体
が
担
い
手
へ
の
集
積

を
図
る
と
あ
る
が
、
そ
の
見

解
は
。

町
　
長　

平
成
24
年
春
に
策

定
し
た
、
第
３
期
栗
山
町
農

業
振
興
計
画
で
は
「
守
ろ
う

農
地　

進
め
よ
う
地
域
の
活

性
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
農

業
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
地
域
農
業
の
構
造

変
化
が
続
く
中
で
、
そ
の
解

消
策
と
し
て
、
経
営
面
積
拡

大
、
地
域
連
携
法
人
化
、
第

三
者
経
営
継
承
な
ど
の
方

策
、
後
継
者
不
足
対
策
と
し

て
、
担
い
手
や
新
規
就
農
者

の
育
成
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
栗

山
町
農
業
振
興
公
社
が
農
用

地
の
所
有
者
か
ら
委
任
を
受

け
、
そ
の
者
を
代
理
と
し
て

担
い
手
へ
集
積
を
図
る
「
農

用
地
所
有
者
代
理
事
業
」、

農
用
地
を
借
り
受
け
、
ま
た

は
買
い
入
れ
て
当
該
農
用
地

を
担
い
手
へ
集
積
す
る
「
農

地
売
買
等
事
業
」
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
買
い

入
れ
に
つ
い
て
は
相
当
な
事

業
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
当

面
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
　
員　

農
地
利
用
円
滑
化

団
体
が
農
地
を
一
時
保
有
し

て
農
業
委
員
会
と
連
携
す
る

こ
と
で
農
地
の
集
積
が
進
む

と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

町
　
長　

農
業
振
興
公
社
が

農
地
を
買
い
入
れ
し
、
一
時

保
有
し
て
第
三
者
に
売
買
や

賃
貸
を
す
る
の
が
一
番
良

い
こ
と
で
す
が
、
面
積
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
た

め
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

炭化施設でできた炭

 町長

議
　
員　

平
成
23
年
よ
り
稼

働
し
て
い
る
炭
化
施
設
で
で

き
た
炭
は
融
雪
剤
と
し
て
使

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
説

明
さ
れ
、
私
も
試
験
的
に
融

雪
剤
と
し
て
使
用
し
た
。
し

か
し
炭
の
中
に
空
き
缶
や
カ

レ
ン
ダ
ー
の
留
め
金
な
ど
の

金
属
が
混
入
し
て
い
た
り
、

炭
の
形
が
大
き
く
機
械
で
の

散
布
は
困
難
だ
っ
た
が
、

①
使
用
さ
れ
た
方
の
声
は
。

②
そ
の
後
の
改
善
は
。

③
今
後
、
ど
の
よ
う
に
町
民

に
使
用
し
て
も
ら
う
の
か
。

町
　
長　

①
昨
年
で
き
た
炭

を
農
業
者
の
方
に
試
験
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
金
属
な
ど

の
混
入
に
よ
り
融
雪
剤
散
布

機
の
故
障
や
散
布
し
ず
ら
い

と
い
っ
た
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
炭
の
効
能
に
つ
い

て
の
ご
指
摘
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
適
正
分
別
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、「
炭
に
で
き
る
ご
み
」

の
中
身
を
再
分
別
し
、
で
き

た
炭
の
金
属
除
去
を
行
っ
て

い
ま
す
が
ま
だ
不
完
全
で
す
。

③
炭
は
多
用
途
に
使
え
る
こ

と
か
ら
、
農
業
者
以
外
の
利

用
も
含
め
町
民
還
元
の
道
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。

三田源幸 議員

ごみ対策

　
農
業
以
外
の
利
用
も
含
め
た
活
用
を

炭
化
施
設
で
で
き
た
炭
の
利
用
は

町
長

議
　
員　

姉
妹
都
市
の
宮
城

県
角
田
市
と
は
長
年
、
人
的

交
流
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の

関
係
を
築
い
て
い
っ
て
は
ど

う
か
。

町
　
長　

今
年
度
か
ら
は
事

業
者
自
ら
が
イ
ベ
ン
ト
に
出

展
を
行
っ
て
お
り
、
次
年
度

以
降
の
販
路
拡
大
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
質
問
も

し
ま
し
た
。



本会議 常任委員会 議　会
運　営
委員会

特別委員会 その
他

会議数計
出席率
（％）定例会 臨時会 総務

教育
産業
福祉 予算 決算 広報

広聴
広報
小委

広聴
小委

中長
期 出席 欠席

開　催　数 12 5 8 8 14 4 3 4 13 3 2 －
八木橋義則 12 5 － 8 － 4 3 4 － 3 2 19 60 0 100.0
友成　克司 12 5 7 － 14 4 3 3 － － 1 18 67 4 94.4
大井　賢治 12 5 － 8 － 4 3 4 12 － 2 11 61 1 98.4
三田　源幸 12 5 － 8 14 4 3 4 12 － 2 19 83 1 98.8
小寺　　進 12 4 8 － － 3 － 4 － － 2 10 43 3 93.5
大西　勝博 12 5 － 8 12 4 3 4 11 － 2 19 80 4 95.2
大平　逸男 12 5 － 8 － 4 3 4 13 － 2 11 62 0 100.0
山本　修司 7 2 6 － － 4 3 2 － 1 2 7 34 11 75.6
藤本　光行 12 5 8 － － 4 3 4 13 3 2 19 73 0 100.0
楢﨑　忠彦 12 5 8 － － 4 3 4 － 3 2 11 52 0 100.0
置田　武司 12 5 8 － 14 4 3 4 － 3 2 19 74 0 100.0
重山　雅世 12 5 － 8 14 4 3 4 13 3 2 19 87 0 100.0
鵜川　和彦 12 5 － － － － － － － － － 20 37 0 100.0

議員名

会議名

議員の出席状況

■予算／平成 24 年度予算審査特別委員会　■決算／平成 23 年度決算審査特別委員会
■広報小委／広報小委員会　■広聴小委／広聴小委員会　■中長期／中長期財政問題等調査特別委員会
■その他／一般会議、議会報告会、議会改革推進会議で、議員ごとに出席日数が異なります。
※注１正副議長（鵜川議長、八木橋副議長）は、議会運営委員会には委員ではなく、オブザーバーとして出席しています。また、
　　　議長はすべての委員会に出席することができます。
　　２監査委員（小寺議員）は、決算委員会には監査委員として出席しています。
　　３山本議員は、辞職するまでの出席状況です。
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平成24年1月1日～12月31日

　

平
成
24
年
９
月
14
日
、
環

境
セ
ン
タ
ー
内
の
炭
化
処
理

施
設
１
号
炉
で
爆
発
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
約
１
・
２

ト
ン
の
鉄
製
扉
が
飛
ば
さ
れ

炭
化
炉
全
体
が
膨
ら
み
、
裏

側
燃
焼
室
の
耐
火
レ
ン
ガ
の

一
部
が
破
損
し
ま
し
た
。
幸

い
に
作
業
員
に
け
が
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

事
故
発
生
後
、
直
ち
に
施

工
業
者
と
炭
化
炉
メ
ー
カ
ー

が
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

原
因
は
不
明
と
の
こ
と
で
す

が
、
想
定
と
し
て
は
炭
化
炉

内
に
可
燃
性
ガ
ス
が
残
り
、

火
種
が
あ
り
、
空
気
が
流
入

し
た
こ
と
で
爆
発
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

①
火
種
を
残
さ
ず
ガ
ス
を
完

全
に
排
出
す
る
た
め
、
加
熱

処
理
完
了
後
、
さ
ら
に
加
熱

を
延
長
す
る
。

②
ガ
ス
の
排
出
を
促
す
た
め

配
管
の
清
掃
回
数
を
増
や
す
。

③
空
気
の
流
入
を
防
ぐ
た
め

パ
ッ
キ
ン
の
点
検
の
徹
底
と

早
目
の
交
換
を
進
め
る
。

④
扉
が
飛
ば
な
い
よ
う
、
ス

ト
ッ
パ
ー
の
補
強
と
飛
び
出

し
防
止
の
措
置
を
行
う
。

　

以
上
４
点
を
安
全
対
策
と

し
て
行
い
ま
す
。

　

費
用
負
担
は
、
炭
化
炉
の

修
復
と
扉
の
安
全
対
策
は
、

保
証
期
間
内
で
あ
る
こ
と
か

ら
全
額
業
者
負
担
と
し
、
安

全
対
策
に
よ
る
維
持
費
分
は

町
で
負
担
し
ま
す
。

11月 5日
第７回臨時会

炭化処理施設が爆発
行政報告

爆発後の炭化処理施設１号炉

　

第
７
回
臨
時
会
で
、
町
長
よ
り
炭
化
処
理
施
設

爆
発
に
関
す
る
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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先進地視察報告

　

本
山
町
は
高
知
市
の
北
約

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
四
国
の

ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
峻

険
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
中
山

間
地
域
で
、
面
積
の
約
91
％

は
急
傾
斜
な
山
林
で
あ
る
。

人
口
は
約
４
０
０
０
人
、
高

齢
化
率
は
41
％
を
超
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
本
山
町
で
は

農
業
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
厳
し

い
栽
培
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

ブ
ラ
ン
ド
米
「
土
佐
天
空
の

郷
」
や
土
佐
天
空
の
郷
の
名

前
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
歴
史
あ
る
棚
田
を
維

所
を
設
置
、
公
共
施
設
や
住

宅
の
太
陽
光
発
電
、
建
築
木

材
の
切
れ
端
や
間
伐
材
を
活

用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、

四
万
十
川
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
、
低
炭
素
住
宅
の
推
進

な
ど
、
ま
さ
に
自
然
を
生
か

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
展

開
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
平
成
21
年
に
は
、

「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
指

定
さ
れ
、
原
発
事
故
以
降
、

一
躍
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

土
佐
天
空
の
郷
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県
本
山
町

わずか６メートルの落差を利用した小水力発電

　政務調査班５人は、１１月１９日から２１日にかけて
高知県本山町、梼

ゆすはら

原町、愛媛県内子町を訪問し、地域活
性化や新エネルギーの取り組みなどについて視察研修を
行った。

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県
梼ゆ

す
は
ら原

町

世界一の米を作るという生産者の情熱と努
力で誕生した特別栽培米「土佐天空の郷」

 高知県本
もとやま

山町、梼
ゆす

原
はら

町、愛媛県内
う ち こ

子町  

地域資源を活用したまちづくり
　　 

　　【参加者】政務調査班／八木橋義則・友成克司・大平逸男・重山雅世・藤本光行

　

高
知
市
か
ら
西
へ
約
80
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
四
万
十
川
の

渓
谷
と
急
峻
な
山
々
に
囲
ま

れ
た
梼ゆ

す
は
ら原
町
は
、
人
口
約

４
０
０
０
人
、
高
齢
化
率
は

約
40
％
の
純
山
村
で
あ
る
。

　

梼ゆ
す
は
ら原

町
で
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
が
先
進

的
に
行
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
と
し
て
、
町
の

電
力
の
約
30
％
を
再
生
・
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
っ
て
い

る
。
四
国
カ
ル
ス
ト
高
原
の

山
頂
（
標
高
１
４
０
０
ｍ
）

に
２
基
の
町
営
風
力
発
電

持
し
美
し
い
景
観
を
生
か
し

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
全
国
各

地
か
ら
本
山
町
の
フ
ァ
ン
を

募
り
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　

ま
た
廃
校
舎
を
活
用
し
た

宿
泊
体
験
施
設
の
管
理
は
、

地
域
住
民
で
組
織
す
る
団
体

を
指
定
管
理
者
と
し
て
お

り
、
自
然
を
生
か
し
た
体
験

や
交
流
な
ど
を
取
り
入
れ
、

住
民
自
ら
の
手
で
運
営
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の

役
割
、
行
政
の
役
割
を
明
確

に
し
て
い
る
。

高知県

徳島県

香川県

愛媛県 ★

梼
ゆすはら

原町

★
★

本
もとやま

山町

内
う ち こ

子町



町民主体のまちづくりに向け

日赤病院、社会福祉協議会との一般会議

　栗山赤十字病院は厳しい経営状況が続いている中、経営努力
により、単年度収支が２年続けて黒字になる見込みであること
が報告されました。しかし37億円の累積赤字や建物の老朽化
など、今後は地域として病院をどうするか、決断をする時期が迫っ
ています。（12月18日、写真上）　
　栗山町社会福祉協議会と初めて一般会議を行い、社協が取り
組んでいる事業の説明がなされました。参加者から「議員は社
協や福祉施設の実態を見て聞いてほしい」との要望に対し、鵜
川議長は「現場には政策の種がある。ぜひ見せていただきたい」
と答えるなど意見を交わしました。（12月20日、写真下）
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表紙の一枚

　表紙の１枚を目指し、栗山スキー場へ行って山を
登りました。スキー講習会には多くの子どもたちが
参加され、ふもとではたくさんの保護者がその姿を
見守っていました。（三田撮影）

　

特
に
小
水
力
発
電
所
は
、

わ
ず
か
６
メ
ー
ト
ル
の
梼ゆ

す
は
ら原

川
の
落
差
を
利
用
し
た
発
電

で
、
昼
間
は
梼ゆ

す
は
ら原
学
園
中
学

校
に
、
夜
間
は
市
街
地
に
あ

る
82
基
の
街
路
灯
の
電
力
に

使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
太
陽
光
発
電
は
、
す

で
に
公
共
施
設
の
ほ
と
ん
ど

で
設
置
さ
れ
、
一
般
住
宅
で

は
６
・
３
％
の
世
帯
（
16
戸

に
１
基
）に
設
置
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
活
用
施
設
設
置
補
助
金
と

し
て
、
太
陽
光
発
電
施
設
設

置
に
対
し
て
、
１
Ｋ
Ｗ
当
た

り
20
万
円
、
最
大
80
万
円
を

補
助
。ま
た
太
陽
熱
温
水
器
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
エ
コ

給
湯
、
複
層
ガ
ラ
ス
な
ど
を

設
置
す
る
場
合
は
、
本
体
価

格
の
４
分
の
１
を
補
助
す
る

な
ど
、
町
が
そ
の
推
進
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　

梼ゆ
す
は
ら原
町
の
再
生
・
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
考
え

方
、
循
環
型
社
会
、
省
エ
ネ

対
策
な
ど
は
、
大
い
に
学
ぶ

べ
き
施
策
で
あ
り
、
本
町
に

も
生
か
す
べ
き
点
で
あ
る
。

村
民
泊
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
交
流
人
口
の
受

け
入
れ
、
第
一
次
産
業
の
活

性
化
な
ど
の
取
組
み
で
全
国

的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
然
と
共
生
す
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
を
作
る

こ
と
を
目
指
し
、
環
境
問
題

に
対
し
町
民
に
意
識
づ
け
を

行
い
、
町
民
が
実
践
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
化
学
肥
料
に

　

内
子
町
は
人
口
約
１
万

８
０
０
０
人
、
愛
媛
県
の
中

央
部
に
位
置
し
て
い
る
。

　

商
家
が
建
ち
並
ぶ
町
並
み

保
存
を
手
か
が
り
に
、
白
壁

と
木も

く
ろ
う蝋（
ろ
う
そ
く
の
原
料
）

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
今
日
で
は
「
町
並
み
か

ら
村
並
み
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
、
農
村
景
観

保
全
や
農
産
物
の
直
売
、
農

村
並
み
保
存
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
媛
県
内
子
町

　
視
察
を
終
え
て

　

先
進
地
を
視
察
す
る
と
、

小
さ
な
町
、
人
口
減
少
が
続

く
町
、高
齢
化
率
の
高
い
町
、

そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
残
り
を
か

け
て
住
民
も
行
政
も
共
々
に

知
恵
を
絞
り
、
政
策
を
編
み

出
し
、
行
動
し
て
い
る
こ
と

に
感
銘
を
受
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
栗
山
町
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議会の予定

くりやま議会だより　№ 134

　　　　山英樹監督の感動的な紙ふぶきパレードが、とても良い締め
　　　　くくりとなった2012年。あの興奮の余韻を残しつつも、
穏やかに幕を開けた2013年。新年の行事とともに日々の雪はねに
追われていると、はや１カ月が経ってしまいました。人が作った暦
などどこ吹く風とばかりに時は淡々と流れてしまうことを実感して
います。
　昨年の12月定例議会で町から自治基本条例が提案されました。議
会では特別委員会を作って審議をすることに決めました。議会だよ
りに掲載のとおり、議会として住民の意見を聴く公聴会や議会報告
会をこれから開催する予定になっています。自治基本条例は町の憲
法と呼ばれるものですし、ほかにも住民にとって大切な条例が提案
されています。ぜひ皆さんのご意見を聴かせていただきたいと思い
ます。
　本年は巳年です。巳にあやかってよい脱皮を繰り返し、時を大切
にしながら成長をつづける議会を目指していきたいと思います。

（藤本）

「T 君への手紙」
     　　 中塚 憲之さん（中央３）
　T君、すっかりご無沙汰しております。お元気でしょうか。最近は年
賀状でお互いを確認するだけとなっていますが、年を取ると昔の友達が
妙に懐かしくなります。
　僕は栗山赤十字病院に赴任して６年が過ぎようとしています。来た頃
は珍しさもあって随分町内や近隣のレストランなどを食べ歩いたので、
雰囲気が良くておいしい店をたくさん知っています。今度ぜひ栗山町に
おいでよ。結構見るところもあるよ。今シーズン大活躍したファイター
ズの栗山監督の自宅もあるんだ。栗山監督が造った栗の樹ファームとい
う少年野球場は、ファイターズのファンの君なら行くときっと喜ぶと思
うよ。先日の栗山監督の軽トラのパレードもすごい盛り上がりで、すっ
かり興奮しました。君も来ればよかったのに。
　それから栗山には、酒飲みの君にはぴったりの小林酒造という造り酒
屋があるんだ。小林酒造はレンガの倉庫群がすごく感じがよくて、ここ
を舞台にした映画も撮影されたくらいなんだ。しかも、その映画の主役
は玉木宏と綾瀬はるかだぞ。これはちょっと自慢できるかな。
　ああそうだ。君も知っているとおり僕は今もスキーパトロールをやっ
ているが、栗山町のホームページの「まちのニュース新着記事一覧」の「12
月23日付栗山スキー場オープン」を検索すると僕の勇姿が見られるか
らぜひ見てくれ。黄色いスキーウェアで写っているのが僕だから。
　どの町も「住めば都」というけれど、栗山町もなかなか楽しめる町だよ。
　それじゃ栗山に来れる日の連絡を待っているから。

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

３月定例会の開会日

月　　 日～１３

栗山町議会ホームページ 栗山町議会 検索
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2 月 5 日（火） 自治基本条例等審査特別
委員会

6 日（水） 産業福祉常任委員会

13 日（水） 学校統合調査特別委員会

14 日（木） 第 1 回臨時会

19 日（火） 自治基本条例公聴会

27 日（水） 議会報告会（意見交換会）

3 月   1 日（金）～ 第２回定例会

25 日（月）～ 議会報告会


